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Ⅳ．成果報告 

３．成果活用に関する報告          

（１）特許 

《特許：出願、審査請求、特許取得の各状況や実施許諾状況等について》 

特許の出願状況について、出願件数を表にまとめて示した（表Ⅳ．４．（５））。そのうち、審査請

求中のものは６件(04-073076, 187668, 317189, 337122, 081204, 104585)で、早いものでも拒絶査

定通知に従い意義申し立てが開始された状況にあり、まだ登録に至るまでの手続き段階といえる。し

たがって、登録された特許はまだない。出願段階であるが、ＪＳＴと(財)かずさＤＮＡ研究所から参

画企業に実施許諾され商品化されたケースが１件ある（テーマ３：ＤＮＡ／抗体アレイヤー）。その

他に新規ｃＤＮＡ配列と抗体に関わる１０件の特許申請についても、遺伝子や抗体を用いた研究用試

薬についてＪＳＴと(財)かずさＤＮＡ研究所から実施許諾の取得について交渉を開始する予定（テー

マ２：ｃＤＮＡ及び抗体）。 

 

（表Ⅳ．４．（５））特許出願の件数 

  H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 合計 

機構(Ｊ１)分 

(内外国出願) 

0 6 7 3 

(1) 

3 2 

(1) 

21 

(2) 

地域分 

(内外国出願)  

2 15 

 

3 

(1) 

1 1 0 22 

(1) 

合計出願件数 

(内外国出願) 

2 21 

 

10 

(1) 

4 

(1) 

4 2 

(1) 

43 

(3) 

 

 

テーマごとの成果移転、企業化に向けた関連特許の出願と利用状況等については以下の通りとなっ

ている。 

（１）テーマ１及びテーマ２における成果移転、企業化に向けた取り組み 

平成１６年度 

   ・「マウス長鎖ｃＤＮＡクローン」のかずさＤＮＡ研究所の製薬企業等を対象としたコンソア

ムに対する有償提供を開始。ただし、一般販売ルートを使用して有償提供する場合には実施

許諾取得が必要となる（H16実用化） 

平成１７年度 

 ・組換え抗体作製独自技術を有する企業（ドイツ）との間で、７種の「組換えモノクローナ

ル抗体」の商品化と販売に関する契約が完了し、平成１８年度９月より欧州より販売を開始

（H18商品化：特許出願した遺伝子、抗体を含まない） 

平成１８年度 

 ・研究用試薬として「アフィニティ精製ポリクローナル抗体」の有償配布を担当する企業１

社を決定し、同社から５種の精製抗体提供が６月から開始された（H18商品化）。その他に「

プロテインＡ精製ポリクローナル抗体（一部抗血清）」についても品揃え進行中。 

    

＊関連出願特許との関係：一般販売ルートを使用して有償提供する場合には実施許諾取得が必要

となる。 

   ・関連出願特許： 

1. BTB/POZﾄﾞﾒｲﾝとKelch繰り返し配列を有する新規ﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ及びそれをｺｰﾄﾞするDNA, 

特願2002-237736, 2002年8月19日（特開04-081204） 

2. FHA､RING finger及びD111/G-patchﾄﾞﾒｲﾝを有する新規ﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ及びそれをｺｰﾄﾞする

DNA, 
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特願2003-17854, 2003年1月27日（特開04-073076） 

3. ｲﾑﾉｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ様繰り返しﾄﾞﾒｲﾝ及びﾌﾟﾛﾘﾝに富む配列を有する新規ﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ及びそれをｺｰ

ﾄﾞするDNA, 

特願2003-79713, 2003年3月24日（特開04-187668） 

4. HAT(Half-A-TPR)繰り返しﾓﾁ-ﾌ及びﾌﾟﾛﾘﾝに富む配列を有する新規ﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ及びそれを

ｺｰﾄﾞするDNA,特願2003-93218, 2003年3月31日（特開04-222680） 

5. FHAﾄﾞﾒｲﾝ及び膜ｱﾝｶｰ領域を有する新規ﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ及びそれをｺｰﾄﾞするDNA,  

特願2003-140540, 2003年5月19日（特開04-283094） 

6. RasGEFﾓﾁｰﾌを有する新規ﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ及びそれをｺｰﾄﾞするDNA, 

特願2003-16630, 2003年6月11日（特開04-337122） 

7. UBAﾄﾞﾒｲﾝを有する新規ﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ及びそれをｺｰﾄﾞするDNA, 

特願2003-205253, 2003年9月18日（特開05-0502003）  

8. 新規PlexinﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞとそれをｺｰﾄﾞするDNA､及びその用途,   

特願03-371040（優先権主張）, 特願04-229871（優先権主張）, PCT/JP2004/15997 

    特願03-93218（優先権主張）,16630（優先権主張） 

       特願03-79713（取り下げ；理化学研究所による遺伝子発見が早かったことが判明したため） 

 

    ＊地域分関連出願特許：地域分の出願特許８件（かずさＤＮＡ研究所）: 

     新規遺伝子及びそれにコードされる蛋白質; 特願02-049081, 47501, 117143, 182646, 

                             220624, 240006, 346611,  

                         特願03-296944 

 

・未利用、一般公開中の特許：特開05-287350（細胞接着ペプチド） 

 

（２）テーマ３における成果移転、企業化に向けた取り組み 

平成１５年度 

 ・「小型ＤＮＡアレイヤー」の実用化（H16実用化） 

 

平成１６年度 

 ・「ＤＮＡ/抗体アレイヤー」の商品化（H17商品化） 

       関連出願特許：特開04-317189 

      ＊地域分関連出願特許：地域分出願特許１件 

「プロテインマイクロアレイヤー」，特願05-351182（（株）カケンジェネックス） 

・「ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置」の商品化（地域分の出願特許利用：H16商品化） 

       ＊地域分関連出願特許：地域分出願特許１２件 

           核酸の分離精製方法: 特開04-49106, 49407, 49108,  

           核酸分離精製装置他：特開04-113042, 113043, 180637, 242622, 261109,  

                     290149, 290150, 305037, 154143 

 

平成１７年度 

 ・「大容量型ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置」の商品化（地域分の出願特許利用：H17商品化）。 

       関連出願特許：地域分出願特許１２件（前述） 

     

平成１８年度 

 ・「高感度近赤外蛍光検出器（近赤外レーザー搭載マイクロアレイ高感度検出器）」の商品化 

（地域分：H18商品化） 

 ・未利用、一般公開中の特許：特開05-087116（オリゴＤＮＡアレイ）  

 ・研究開発継続中：特願03-371040（優先権主張）, 特願04-229871（優先権主張）, 

 PCT/JP2004/15997（血管新生関連） 

 ・研究開発継続中：特願06-093086（アレルギー） 
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（３）テーマ４における成果移転、企業化に向けた取り組み 

平成１８年度 

 ・「高度解析機能付きパスウエイ解析プラットフォーム」の実用化（H18実用化） 

・「双方向情報交換型パスウエイ」の実用化（H18実用化） 

       関連特許：特願04-351716, 特開06-185412（優先権主張）,  

            特願05-212824, 特願06-111916, PCT/JP2006/310801 

 

（２）成果展開報告 

 《概要》 

フェーズⅠで蓄積した成果物あるいはフェーズⅡにて期待される成果物（テーマ１のｃＤＮＡ、

テーマ２の抗体、テーマ３のマイクロアレイ及びＤＮＡ/抗体アレイヤー、テーマ４の統合データ

ベース）について、フェーズⅡ、Ⅲにおいて順次商品化を目指すべく、各々製品群について研究

開発進行状況に応じて知財権確保及び成果移転活動を行うこととし、コーディネート活動を実施

した。その結果、平成１６年度に「ＤＮＡ／抗体アレイヤー」、「ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置（地

域分）」の販売開始が開始され、平成１６年度には「大容量型ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置（地域

分）」の販売が開始された。 
最終年度（平成１８年度）には、テーマ１およびテーマ２の研究成果である約２，０００遺伝

子と約２，０００抗体の中から、ニーズがあり実用化が可能なものをいくつか選択して順次商品

化を目指した。その結果、まず５種のアフィニティ精製抗体を研究試薬として販売会社１社を得

て有償配布を開始した(商品化１件)。さらに、平成１８年９月にドイツからヨーロッパを中心に６

種の組換え体試薬を販売開始した(商品化１件)。平成１８年度末に抗体試薬１００種以上の品揃え

を予定している。さらに、「高感度近赤外蛍光検出器（地域分）」の販売も開始された。 
そのほかに、大学・公的研究機関を中心とした共同研究による未知遺伝子の機能解明を本格化す

ることとし活動を継続して実施した。特に、脳、神経系発生・分化、再生治療、生活習慣病、未

知蛋白質機能解析、あるいは病態動物への応用について、研究成果を新規性・有用性の観点で解

析し知財権の確保を図ること、次にそれら成果から派生する創薬，基礎研究用ツールを中心とし

た商品化を目指した活動を継続して行った。総合データベース構築についても、その応用製品開

発という応用プログラムの商品化を念頭において知財権の確保を図った。 
一方、フェーズⅢに向けて、特に大学・公的研究機関を中心とした共同研究による未知遺伝子

の機能解明といった時間がかかるテーマ２（抗体）、テーマ３（機能解明）については、かずさ

DNA 研究所から文部科学省・ゲノムネットワークプロジェクトが採択され、平成１８年度から形

を変えて研究開発が開始された。更に、テーマ３の（株）カケンジェネックスの成果については、

産学協同シーズイノベーション化事業のテーマ「癌特異的抗体の大規模スクリーニング法」につ

ながり、次世代の抗体アレイ技術の開発がスタートした。 
具体的な活動状況について（１）「フェーズⅡの活動方針」、（２）「実用化、商品化達成状

況」、（３）「成果展開報告（商品化したもの）」、（４）「成果展開報告（実用化、実用化に

向けた研究）」（５）「新技術エージェントによる共同研究事業成果の情報発信」として以下

に示す。 

 

《詳細：成果展開報告（企業化、実用化等）》 

  （１）フェーズⅡの活動方針：当初計画から商品化、実用化の進捗度合いに内容の変遷がある

が大まかには以下の通りであった（ｃＤＮＡ／抗体他について、機器類は除外）  

１）既存コンソシアム制度（（財）かずさＤＮＡ研究所の既存コンソーシアム制度(遺伝子機能

研究開発制度)など）を利用した製薬会社等のニーズが得られる次なる方策を模索し、フェー

ズⅡからフェーズⅢにかけて(財)かずさＤＮＡ研究所に集積した遺伝子資源を活用するバイ

オ・データベースとバイオ・遺伝子リソースを一体化した創薬・研究用ツールの提供、及び

医薬・診断薬の開発にむけた仕組み作りの確立を目指す。 
２）約２，０００遺伝子と約２，０００抗体の中からニーズがあり実用化が可能なものを数十

種選択してテスト販売を実施しつつ、有償配布及び商業目的販売のベンチャー企業を選定あ

るいはベンチャー内担当部門を立ち上げることを支援しフェーズⅢに向けて有償提供システ

ム確立を目指す。 
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３）フェーズⅢに向けて、バイオマーケットリサーチ会社からの情報収集、製薬会社との共同

研究並びに既存のかずさＤＮＡ研究所との連携強化により、将来的な研究成果物の商品化を

含め、早期の事業化を目指した体制造りを行う。 
４）創薬・研究試料等のターゲット毎のバイオマーケットをリサーチし成果の移転先（配布先）

を定め、フェーズⅢにおいて商品化を目指す。特に抗体については、創薬に関連がある遺伝

子を中心に数十を選択し、平成１６年度 JST 技術移転研修プログラム・応用コースで使用し

たシーズ・ニーズ（S/N）変換表を抗体用にモディファイして作成し、表中でランク高く優先

と考えられものから試作品作製、商品化を試みる。 
５）平成１６年度に引き続き、特異技術を保有する県外のバイオ関連企業あるいは米国他海外

のバイオ関連企業と共同して研究成果に付加価値を付けるための方策を模索する。 
 
（２）実用化、商品化達成状況            ・・・（まとめ：図Ⅳ．３．（１）） 

・「小型ＤＮＡアレイヤー」を完成し展示会にて発表（実用化１件：Ｈ１５） 

・「ＤＮＡ／抗体アレイヤー」の販売開始（商品化１件：Ｈ１６） 

・「ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置」の販売開始（商品化１件：Ｈ１６、地域分） 

・「マウス長鎖ｃＤＮＡ」のコンソシアム会員に対する有償提供開始（実用化１件：Ｈ１６） 

・「大容量型ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置」の販売開始（商品化１件：Ｈ１７、地域分） 

・５種の「アフィニティ精製抗体試薬」の有償配布を開始(商品化１件：Ｈ１８)。 

・ドイツからヨーロッパを中心に６種の「組換えモノクローナル抗体試薬」の販売が開始(商

品化１件：Ｈ１８) 

・「高感度近赤外蛍光検出器」の販売開始（商品化１件：Ｈ１８、地域分） 

・「高度解析機能付きパスウエイ解析プラットフォーム」無償提供を開始（実用化１件：Ｈ１

８） 

・「インターネット相互接続型分子ネットワーク・データベースシステムを使用したパスウエ

イデータベース」の運営開始（実用化１件：Ｈ１８） 

 
 

 （３）成果展開報告（商品化したもの）：テーマごとの詳細な活動状況・実績 
（参照：商品化したもののまとめは、様式７に示した。（様式１０にも記載がある）） 
テーマごとの詳細な活動状況・実績を以下に示した。 

 

１）テーマ１およびテーマ２（ｃＤＮＡ並びに抗体関連）・・・（図Ⅳ．３．（２）,（３）） 
・「マウス長鎖ｃＤＮＡ」のコンソシアム会員に対する有償提供開始（実用化） 

cDNAについては､(財)かずさDNA研究所の出願特許及びベクターの権利を有するＡ社の出願特許

を使用し、(財)かずさDNA研究所のコンソシアムから有償配布可能となった。また、(財)かずさ

DNA研究所とそのコラボレーターが実用化研究に協力して、Ａ社が「Gateway方式マウス長鎖

cDNA(ORF)発現プラスミド商品化｣に協力可能であること、また、ライセンス契約内容・ロイヤリ

ティ決定したのでＪＳＴの許諾を取れば一般に対し販売を実施可能である（図Ⅳ．３．（４））。 
・「アフィニティ精製抗体試薬」（商品化１件） 
平成１６年度に試作した１０種の精製抗体のうち５種について有償配布を開始した（平成１８

年６月２６日：商品化１件）。商品化した５種のアフィニティ精製抗体について販売会社に問い

合わせがあり、注文も入るようになった（図Ⅳ．３．（５））。 
・「組換えモノクローナル体試薬」（商品化１件） 
平成１８年９月に大阪国際会議場にて開催されたバイオジャッパン２００６において、出店

の為に来日したドイツMorphosys社（M社）の担当者と、昨年販売契約を締結していた７種の

組換えモノクローナル抗体の販売の具体的進め方について交渉を行い、先方の販売ルートから

販売開始することで合意を得た。その結果、７種の内まず６種の組換えモノクローナル抗体を、

M社の関連会社である Antibody by Design (A division of Morphosys) から販売が開始された

（平成１８年９月）。かずさＤＮＡ研究所の抗体ＨＰにおいても商品化した６種と、上述の５種

の入手方法を掲載した。これらを利用して問い合わせや注文数の増大を図っているところであ

る（図Ⅳ．３．（５）：再褐）。 
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２）テーマ３（抗体マイクロアレイ、ＤＮＡ/抗体アレイヤー、アレイ高感度検出機器） 

 ・「小型ＤＮＡアレイヤー」（実用化１件）  
 ・「ＤＮＡ／抗体アレイヤー」（商品化１件）         ・・・（図Ⅳ．３．（６）） 

平成１５年度に、「小型アレイヤー装置」の商品化を計画し、科学技術振興機構(ＪＳＴ)から

関連する本共同研究事業からの出願特許の実施許諾を受けた。（図Ⅳ．３．（７））。参画企業

である株式会社カケンジェネックスが平成１６年度に事業化した「ＤＮＡ/抗体アレイヤー」（

図Ⅳ．３．（８））が平成１７年８月に第１回ものづくり日本大賞優秀賞受賞を、また、平成

１８年４月に（財）りそな中小企業振興財団と日刊工業新聞が実施する中小企業優秀技術・新

製品賞の技術・製品部門の優秀賞を受賞した（「ＤＮＡ・たんぱく質マイクロアレイヤー・Genex 
2005 Arrayer」：日刊工業新聞から発表）。平成１６年度の販売台数は１台、平成１７年度の販

売台数は６台で、受賞したことから引き合いが増大していて前年度以上の販売台数が見込まれ

ている（平成１８年度９月までに４台）。更に改良型として、窒素発生装置を備えたチップ作製

室内窒素置換型や微量サンプル混合反応装置としての動作付き装置の開発が進行中。 
・「ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置」（地域分：商品化１件） 
参画企業が平成１６年度までに、地域分担研究開発（サブテーマ３、小テーマ６）において、

遺伝子発現解析に必要なＤＮＡ／ＲＮＡを簡易に抽出する自動化可能な技術を確立し商品化し

た（地域分）。産学連携支援活動により、本事業に参画した大学等公的研究機関３機関が、ＤＮ

Ａ／ＲＮＡを簡易に抽出する条件検討およびプロトコル作製作業に参加した。これは、核酸抽

出キット（消耗品）の商品化にも貢献した。研究開発と商品化は、全て参画企業が実施した。 
・「大容量型ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置」（地域分：商品化１件） 
産学連携支援活動により、平成１６年度には、本事業に参画した大学等公的研究機関１機関

が、１０倍量のＲＮＡを簡易に抽出する条件検討およびプロトコル作製に作業に参加し、「大容

量型ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置」の商品化につながった。研究開発と商品化は、全て参画企業

が実施した。 
・「マイクロアレイ高感度検出機器」（地域分：商品化１件） 
 平成１７年度に、基材のバックグラウンドを改善させる方策として有効であることを確認し

た近赤外レーザー670ｎｍ、780ｎｍの２種の波長について、それぞれAlexa Fluor 680、DY-781
で蛍光ラベルした蛋白質に対する高感度蛍光検出法を確立した。平成18年度に、より広範囲な

マイクロアレイに適用可能とすることを目的とし、新型蛍光スキャナFLA-7000に670nmレーザ

ーを搭載して構築した「近赤外高感度蛍光検出システム」を参画企業が商品化した。 
  
（４）成果展開報告（実用化、実用化に向けた研究）：テーマごとの詳細な活動状況・実績 

（参照：実用化となったもののまとめは、様式７に示した。（様式１０にも記載がある）） 
テーマごとの詳細な活動状況・実績を以下に示した。 

 
 １）テーマ３（機能解析：実用化に向けた研究） 

・千葉県がんセンターの指導のもとに診断薬、創薬ターゲットとして応用研究を進展させるこ

とを目的とし、平成１７年度に抗原アフィニティ精製した９種のポリモノクローナル抗体につ

いて、そのうち１種（KIAA0307）を選定し臨床サンプルに適用可能か評価試験を実施した。 
・神戸市地域結集と共同研究を行った血管新生に関係するＫＩＡＡ遺伝子については、平成１

７年度にＫＩＡＡ遺伝子のヒト配列をもとに作製した膜外蛋白質0.5mgを使用し、ドイツ

Morphosys社が保有する組換えモノクローナル抗体作製技術によりモノクローナル抗体の作製

を実施し現在その評価が進行中。 
２）テーマ４（統合データベース：実用化）          ・・・（図Ⅳ．３．（９）） 

・「高度解析機能付きパスウエイ解析プラットフォーム」無償提供を開始（実用化１件：Ｈ１８

） 

平成１８年度に完成した医療研究者用のパスウエイデータベース(高度解析機能付きパスウエイ

解析プラットフォーム(Keymolnet Draw with MAKOTO))については、製薬企業など２０社に

対し配布する権利を保有する。そこで、１１月までに３社に対しこのプログラムつきデータベ
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ースを提供した（無償にて提供：実用化１件）。これにより、本共同研究事業でかずさ地区に集

積した遺伝子資源を活用するバイオ・データベースとバイオ・遺伝子リソースを一体化した創

薬・研究用ツールの提供事業、及び医薬・診断薬の開発にむけた仕組み作りを開始することが

出来た（図Ⅳ．３．（１０））。 
・「インターネット相互接続型分子ネットワーク・データベースシステムを使用したパスウエイ

データベース」の運営開始（実用化１件：Ｈ１８）                     

 ３）テーマ４（データベースと機能分子：実用化に向けた研究） 

・「長鎖遺伝子に相互作用する化合物探索」については、９月に具体的な候補化合物を取得した

。データベースとセットにして製薬会社等に提案できる内容までコンテンツの充実を図れるか

今後検討する。 
 

（５）成果展開報告：新技術エージェントによる共同研究事業成果の情報発信 

平成14年度にかずさアカデミアパークにてバイオディスカバリー株式会社が主催する

「chips@b2b, Japan Meeting 2002」に特別講演の演者として参加し、バイオチップ関連ビジネスを

目指す国内の企業、研究機関からの参集者に対し「ゲノム情報を基本とした次世代先端技術開発～

千葉県地域結集型共同研究事業のめざすところ～」というタイトルにて、本事業で目指すバイオ応

用製品開発のロードマップについて話題を提供し参加者と意見交換を行いバイオチップ関連ビジネ

スの展開に利用した。 

第3回から第5回国際バイオEXPO(場所および時期：東京ビッグサイト、平成１５年５月、平成１

６年５月、及び平成１８年５月の合計３回)に出展した。具体的には、大学・国公立研究所による研

究成果発表フォーラム及び(株)かずさアカデミアパーク主催の展示ブースにおいて、それぞれポス

ター発表・パネル発表を行い、「DNA・蛋白質マイクロアレイヤー装置」、「マウス長鎖cDNAクローン」、

「精製ポリクローナル抗体」、あるいは「高度解析機能付きパスウエイ解析プラットフォーム」など

プロジェクト成果発信を実施し、ユーザー候補者等から意見を聴取し、また、販売担当企業の募集

を行い一定の成果を得た。 

平成１７年度には、地域発先端テクノフェア２００５(東京ビッグサイト,11/30-12/2)において千

葉県地域結集型共同研究事業ブースにｍＫＩＡＡ精製抗体とＤＮＡ・抗体アレイヤーのパネル出

展を行い、参画企業が「ＤＮＡ・抗体アレイヤー」に関する口頭発表を行い、これらにより情報発

信を実施した。また、千葉大学産学連携セミナー（千葉大学,11/16）においてｍＫＩＡＡ精製抗体の

パネルを展示し、情報発信を実施した。 

平成１８年６月２６日には、千葉県庁記者会見室に於いて（財）千葉県産業振興センター、（財）

かずさＤＮＡ研究所、及び株式会社プロテイン・エクスプレス連名にて、かずさ発の成果として「

アフィニティ精製ポリクローナル抗体」の販売を開始することを発表した。“ミツバツツジ”をかず

さ地区のシンボルマークとして使用し、その第一号としてかずさ発のアイデンティティを表現した

産学連携の成果の商品化について報道がなされた（新聞記事：６月２７日、日刊工業、日本経済新

聞、千葉日報、６月２８日、朝日新聞、新千葉新聞、千葉テレビＴＶニュース：６月２７日、６時

ニュース及び９時ニュース（キャスター付き）、７月１日、ウイークリー千葉）。 
平成１８年１１月には、独デュッセルドルフで開催されたバイオヨーロパ２００６において、千

葉県地域結集型共同研究事業成果を展示し、海外の企業・研究機関と連携して結集事業成果の展開

を図った。目指す。また、ＮＰＯバイオものづくり中部（名古屋大インキュベ施設内）と連携し、

バイオクラスター間の連携を目的とした「かずさ千葉地区バイオシーズ講演会」を１２月に開催す

ることとし、中部地区の企業・研究機関と連携して結集事業成果の展開を目指す。 
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大容量型ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置

2003

千葉県地域結集型共同研究 ついて千葉県地域結集型共同研究 ついて

2002 20052004 20072006 2008

図Ⅳ．３．（１

事業の成果活用に事業の成果活用に

2009

・機能解明蛋白の創薬応用
・病態動物への応用
・ﾋﾄ・ﾏｳｽ総合ＤＢ構築
（・医薬品候補の探索）

テ
ー
マ
別
研
究
開
発
計
画
と
Ｐ
Ｊ
終
了
後
の
発
展
型

・創薬・創薬,,基礎研究用基礎研究用
ﾂｰﾙの提供ﾂｰﾙの提供

《《新産業開発新産業開発》》

ﾌｪｰｽﾞI ﾌｪｰｽﾞⅡ

）

ﾃｰﾏ１：
・ﾏｳｽ長鎖ｃＤＮＡ
（２，０００クローン）

ﾌｪｰｽﾞⅢ

ﾃｰﾏ２：
・抗体
（２，０００個）

ﾃｰﾏ３：
・改良型DNAｱﾚｲﾔ-

・抗体ｱﾚｲﾔｰ
・自動核酸抽出機
・DNA/抗体ﾏｲｸﾛｱﾚｲ

・ｱﾚｲ高感度検出器

ﾃｰﾏ４：
・統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

・特開04-317189

《《ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ後の発展型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ後の発展型》》

◇◇成果育成型ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ成果育成型ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
（文科省（文科省//ＪＳＴ）ＪＳＴ）

◇◇実用化技術開発支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実用化技術開発支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
（経産省）（経産省）

・ＤＮＡ/抗体の

商品化

・実用化・モノクロ
抗体６種

・精製ポリク
ロ抗体５種・cDNA

クローン
・商品化

共同研究 る
機能解明
（付加価値の向上）

・ＤＮＡ/抗体ｱﾚｲﾔｰ等

ﾊﾞｲｵ機器の商品化

・特開04-081204, 073076, 187668, 
222680, 28 開05-
0502003, 05 ・特願03-
93218（優先権主張）,16630（優先権主張）

によ

・特開05-087116

3094, 337122 ・特
-287350

・PCT/JP2004/15997 (血管新生)
・特願06-093086 (ｱﾚﾙｷﾞｰ)

・特願04-351716, 05-203404（優先権主張）

・特願PCT/JP2006/310801

・ＤＮＡｱﾚ 品化ｲ商

・地域新生ｺﾝｿｼｱﾑ
・ｹﾞﾉﾑﾈｯﾄﾜｰｸPj（文科省）
「抗体を用いた転写因子複合体・・

・産学協同ｼｰｽﾞｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ化事業
・ﾏｳｽ/ﾋﾄ統合ＤＢ

・DNA/抗体
ｱﾚｲﾔｰ

・簡易型
DNAｱﾚｲﾔｰ

・大容量型
ＤＮＡ/ＲＮ
Ａ簡易抽出
装置

・高感度近赤
外蛍光検出器

・ＤＮＡ/ＲＮＡ
簡易抽出装置

・双方向情報交換
型パスウエイ

・高度解析機能付き
パスウエイ（１００種）

 
 
 
 

ﾃｰﾏ１,２） 確立した技術と成果物、及び技術移転

・抗原部位決定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

確立した技術・成果物

・KIAA新規配列と
その抗体（2,000種）

・プロテインA精製抗体（１６種）

・小脳セット抗体 （５種） 品揃え２１種
（H18年は
100種目標）

・疾患関連抗体 （９９種）

論
文

技術移転 （事業化）

実用化・ｃDNAの有償配布 ○/△

図Ⅳ．３．（２）

商品化・アフィニティ精製抗体 （５種） ○/－

－/－

・組換えモノクロ抗体 （７種） 商品化 ○/－

特
許/

○/－・確立した技術等

・細胞接着ペプチド
（特開05-287350）

－/○

技術移転
先を求め
ています
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ﾃｰﾏ1,2） 長鎖ｃDNAと抗体

mKIAAｃDNA公開： ２,１６９ｸﾛｰﾝ

抗体取得： ２,０００種

医療関連情報あり： 273種

■医薬関連（ﾊﾟｽｳｪｲ作成）： １００種

■蛋白発現/各種組織：
小脳ｾｯﾄ： ５種

■機能別/各種組織
・リン酸化酵素(ｷﾅｰｾﾞ他)： ４４種
・膜蛋白質(受容体,分泌蛋白質)： １７７種

・癌（脳腫瘍）
・アレルギー
・心臓血管
・生活習慣病
・脳疾患

（H18年度には
100種を予定）

まず５種から販売
開始（ﾎﾟﾘｸﾛ）：
和光純薬

cDNA:遺伝子機能
研究開発制度
参加企業から

販売開始

図Ⅳ．３．（３）

まずﾓﾉｸﾛ６種から
販売検討(ﾓﾉｸﾛ)：
Morphosys社（独）

 
 
 
 

千葉県地域結集共同研究事業千葉県地域結集共同研究事業
（（ 共同研究成果物：共同研究成果物： ﾏｳｽ長鎖ｃＤＮＡﾏｳｽ長鎖ｃＤＮＡ ）） クローニングベクタークローニングベクター

（（AA社：市販品）社：市販品）

マウス長鎖マウス長鎖ｃｃDNADNA

共同研究成果物（マウス長鎖ｃＤＮＡ）の例共同研究成果物（マウス長鎖ｃＤＮＡ）の例

ﾏｳｽ長鎖ﾏｳｽ長鎖ｃｃDNADNA
（（共同研究成果物共同研究成果物））

ベクターベクター
（（AA社））

有償配布及び商業的販売有償配布及び商業的販売（（DNADNA研，研，Ｘ社Ｘ社, A, A社）：社）：

・USP 5888732,  
6143557, 6171861, 
6270969, 6277608

２００４年にﾗｲｾﾝｽ契約内容・ﾛｲﾔﾘﾃｨ決定し解決２００４年にﾗｲｾﾝｽ契約内容・ﾛｲﾔﾘﾃｨ決定し解決

共同研究の実施共同研究の実施（ＤＮＡ研他）：（ＤＮＡ研他）：
２００３年に２００３年にMTAMTAに記載することで解決に記載することで解決かずさＤＮＡ研究所

科学技術振興機構

A社

販売希望企業 Ｘ 社

国内

国外

・特開04-081204,073076,187668,
222680,283094,337122 

・特願03-93218,16630,205253   
・特願04-104584

DNA研のコンソシアムから有償配布可能

図Ⅳ．３．（４）
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１）抗原アフィニティ精製抗体

ﾃｰﾏ２） 抗体試薬の商品化 図Ⅳ．３．（５）

H18年度：
５種について

商品化

２）組換えモノクローナル抗体

H18年度：
６種について

商品化

 
 
 
 

ﾃｰﾏ３） 確立した技術と成果物、及び技術移転

・血管新生関連

確立した技術・成果物

・マイクロアレイ高感
度検出法

論
文

技術移転 （事業化）

実用化・小型ＤＮＡアレイヤー －/○

図Ⅳ．３．（６）

商品化・ＤＮＡ/抗体アレイヤー

・ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易抽出装置

－/○

商品化 －/○

特
許/

－/○

・その他
・アレルギー関連 －/○

・ＤＮＡ/抗体アレイ
ヤー

・核酸簡易抽出法

・大容量型ＤＮＡ/ＲＮＡ簡易
抽出装置 商品化 －/○

商品化・高感度近赤外蛍光検出器 －/△

技術移転
先を求め
ています

（PCT/JP2004/15997 ）

（特願06-093086）

（特開05-087116）

・オリゴＤＮＡアレイ －/○
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千葉県地域結集共同研究事業千葉県地域結集共同研究事業
（（ 共同研究成果物：共同研究成果物： 改良型ｱﾚｲﾔｰ改良型ｱﾚｲﾔｰ ））

「小型ＤＮＡアレイヤー」「小型ＤＮＡアレイヤー」の例の例 （（出願特許：特願03-108863））

かずさＤＮＡ研究所，ｶｹﾝｼﾞｪﾈｯｸｽ ：２５％＋２５％

科学技術振興機構（ＪＳＴ） ：５０％

発明の名称：液の転写装置

産業振興ｾﾝﾀｰ： ５０％

科学技術振興機構（ＪＳＴ）：５０％

発明人：２名

出願人

◇JST特許使用許諾

考え方

参画企業保有特許

・特許第3299212号

・特許第3037691号

実施料率決定され商品化
（2003年:小型ｱﾚｲﾔｰ，2004年:DNA/抗体ｱﾚｲﾔｰ）

日本版ﾊﾞｲﾄﾞｰﾙ法
を適用(Ｈ16年～)
した契約に移行す
る以前のｹｰｽ

図Ⅳ．３．（７）

 
 
 
 

ﾃｰﾏ３）ＤＮＡ/抗体アレイヤー 第１回ものづくり日本大賞優秀賞第１回ものづくり日本大賞優秀賞

図Ⅳ．３．（８）

商品化：H16年12月から
（（出願特許：特開04-317189））

◇ソフトピンタッチ機能
◇効率的なピン洗浄
◇サンプル冷却
◇大型ステージ（４０枚）

・第18回中小企業優秀新技術・
新製品賞、技術・製品部門、優秀賞
受賞（H１８年４月）

・第１回ものづくり日本大賞
優秀賞受賞（H１７年８月）
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ﾃｰﾏ４） 確立した技術と成果物、及び技術移転

確立した技術・成果物 論
文

技術移転 （事業化）

実用化・双方向情報交換型パスウ
エイ

－/○

特
許/

・統合データベース
（プログラム）

－/○実用化
・高度解析機能付きパスウ
ウエイ解析プラットフォーム

PCT/JP2006/310801
（ﾊﾟｽｳｴｲ表示方法,ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

特願04-351716, 05-203404
（情報処理装置,ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

図Ⅳ．３．（９）

 
 
 

ﾃｰﾏ４）高度機能解析機能つき１００種パスウエイデータ

その他に、
「双方向情報交換型

パスウエイ」
・研究者間の相互利用

プログラムの実用化

・特願04-351716, 05-203404

「高度解析機能付きパスウ
ウエイ解析プラットフォーム
（１００種パスウエイ搭載）」

・製薬企業など２０社に
対し配布開始（実用化）

・PCT/JP2006/310801

図Ⅳ．３．（１０）

 
 
 
 


